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活動中のもしもの事故は、誰にでも、どのような状況においても、起こるものです。

一旦、事故が起こると、その影響は少なくありません。

たとえば、ボランティアが活動中にケガをした場合、ケガの治療はもちろんのことで

すが、活動への意欲が低下したり、精神面への影響も少なからずあるでしょう。また、

ボランティア本人のみでなく、家族など周囲も活動を否定的に見てしまう、そんな影

響も考えられます。

一方、活動を主催した市民活動団体では、活動を中止したり、それが要因となって

周りから信頼を失ってしまうというようなことにもなりかねません。被災地支援の活

動であれば、かかわった被災者が心を痛め、協力を自粛することもあるでしょう。

それらはいずれも、ボランティアにとっても、主催者にとっても、本意ではありません。

ボランティアは、自分の意志で行動します。だからと言って、「安全と衛生に配慮す

るのも自己責任」だけではすまされません。

ボランティア自身と活動を主催する団体の双方が、安全衛生の重要性を自覚して取

り組むことが必要です。ボランティアが安心して活動に臨める環境がなければ、活

動が持続され、参加の輪が広がることにはつながらないでしょう。

昨今、ボランティア活動が多様になる中で、配慮すべき内容も広がり、ボランティア

の身体面、精神面、そして個人情報の取り扱いにも注意を払うことが求められてい

ます。

ボランティア活動の現場で、どんな事故があり、その対策にどのように取り組むべ

きか。本号では、「ボランティアと安全衛生」について考えます。

ボランティア活動中の
ケガ・事故について、
考えたことはありますか？

特集 ボランティアと安全衛生
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特 集   ボランティアと安全衛生

災害時のボランティア活動で
誰も死なせてはいけない。

ボランティアの安全衛生研究会
岡野谷  純さん

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
安
全
衛
生
を
考

え
て
い
る
市
民
団
体
が
あ
る
。「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
安
全
衛
生
研
究
会
（
以
下
、
安

全
衛
生
研
究
会
）」
だ
。
災
害
と
い
う
緊

急
事
態
の
中
で
、
い
か
に
被
災
者
に
支
援

を
す
る
か
に
重
点
が
置
か
れ
る
の
は
当
然

だ
が
、
そ
う
い
う
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
冷

静
に
な
り
、
被
災
地
と
い
う
危
険
な
環
境

下
で
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
を
顧
み
る
必

要
も
あ
る
。
被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

事
故
や
ケ
ガ
を
す
れ
ば
被
災
者
も
辛
い
。

災
害
に
よ
り
多
く
の
方
が
ケ
ガ
を
し
た

り
、
亡
く
な
っ
た
り
し
て
い
る
。
も
う
こ

れ
以
上
、
悲
し
い
思
い
は
し
た
く
な
い
。

そ
の
こ
と
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
常
に
意
識

し
て
活
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
今
回
は
、
安
全
衛
生
研
究
会
の
こ
れ
ま

で
の
取
組
み
状
況
や
災
害
時
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
危
険
性
に
つ
い
て
、
安
全

衛
生
研
究
会
代
表
の
岡お
か
の
や

野
谷 

純じ
ゅ
んさ
ん
に

お
話
を
伺
っ
た
。

 阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
頃
は
、 

安
全
衛
生
の
こ
と
な
ん
て 

誰
も
考
え
て
い
な
か
っ
た

―
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
危

険
性
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
す
。
私
は
日
本

フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド
ソ
サ
ェ
テ
ィ
（
Ｊ

Ｆ
Ａ
Ｓ
）
と
い
う
救
命
・
応
急
手
当
を

普
及
す
る
団
体
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

１
９
９
０
年
代
か
ら
、
講
座
の
中
で
「
救

命
手
当
て
を
す
る
際
の
危
険
性
や
予
防
」

に
つ
い
て
伝
え
て
き
ま
し
た
。
救
急
車
が

来
る
ま
で
の
間
、
救
助
に
力
を
貸
す
市
民

自
身
が
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
に
、
感
染
症

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ま
ず
は
予
防
を
す

る
こ
と
、
事
後
ケ
ア
の
方
法
、
ま
た
気
持

ち
の
上
で
も
不
安
が
残
る
か
も
し
れ
な
い

こ
と
、
そ
の
際
の
対
応
な
ど
で
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
発
災
後
、
関
西

支
部
メ
ン
バ
ー
は
す
ぐ
に
救
援
活
動
に
入

り
ま
し
た
が
、
一
週
間
後
、「
と
に
か
く

来
て
く
れ
」
と
い
う
電
話
が
あ
り
、
東
京

か
ら
ス
タ
ッ
フ
が
現
地
に
向
か
い
ま
し

た
。
一
月
と
い
う
寒
い
季
節
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
流
行
し
始
め
る
中
、
誰
も
が
厳

し
い
環
境
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

当
時
は
被
災
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
同
じ

避
難
所
に
宿
泊
し
て
い
る
こ
と
も
多
く
、

一
週
間
も
活
動
が
続
け
ば
疲
れ
が
溜
ま
り

ま
す
。
ガ
レ
キ
片
付
け
な
ど
の
活
動
で
ケ

ガ
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
増
加
し
、
発

熱
、
下
痢
な
ど
体
調
を
崩
す
者
も
い
ま
し

プチガイドを使ってオリエンテーションするスタッフ


